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研究要旨：四国のようにブロック拠点病院が近辺になく、県内の個々のエイズ拠点病院が

十分に機能していない、いわゆる地方の比較的医療過疎である地区に、本研究によって

HIV 診療の充実や均てん化が促されていくことが期待されている。令和 5年度の研究成果

として、新型コロナウイルス蔓延の影響もあり 1回のみの実施となったが、HIV 患者の介

護に直接当たってもらうことが差し迫った事情であることを踏まえ、県内の在宅介護職の

看護師に 1日ながら研修会として、当院の HIV 患者の実施研修（外来、病棟）と講義・討

議を行った。このような具体的な研修により、HIV 感染症に関する啓蒙とともに HIV 患

者の在宅医療の推進にも繋がり、極めて意義深い研究活動と考えている。 
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Ａ.研究目的 

ブロック拠点病院が四国にない愛媛県にお

いて当院は、エイズ地域中核拠点病院に指

定され、累計 220 名以上の患者を治療して

いる。四国地区は近年 HIV・エイズ患者の

増加が著しく、大半の患者が当院に受診し

ている。かつ四国地区は、高齢化率が各県

32.2～35.9％であり、都市に比べ高齢者の

HIV・エイズ患者が多く、HIV 感染および

合併症が進行し日常生活に差し障りが著し

く自宅以外での長期療養が必要な例も少な

くない。当院は急性期病院の立場であり、

自宅で生活困難な長期療養患者の対応につ

いては、他の施設への紹介・受け入れを

個々の事例において行っているが HIV に

対する不安や感染リスクが問題になり、受

け入れに難渋しているのが実情である。さ

らに治療以外にも家族対応および就業面な

ど社会的な対応も迫られることも多い。こ

れらの実情のもと、数多くの医療スタッフ

によるチーム医療が必要な領域であること
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を踏まえ、当院では数年前より HIV 診療

チームを立ち上げ活動しつつある。さらに

在宅介護職員に対して、具体的な研修を行

い、HIV 感染症に関する啓蒙とともに

HIV 患者の在宅医療の推進にも繋げて行く

ことを目的とした、極めて意義深い研究活

動と考えている。 

また、アンケート調査等を通じ地方の

HIV 診療に関する連携の実態を把握し問題

点を検討する。 

Ｂ. 研究方法 

 HIV 患者の介護に直接当たってもらうこ

とが差し迫った事情であることを踏まえ、

県内の在宅介護職の看護師に各々1～3日

間ずつ研修会として、当院の HIV 患者の

実地研修（外来、病棟）と講義・討議を年

に数回行った。 

（倫理面への配慮） 

患者および関係者に対する人権の保護に配

慮して行い、調査に協力できない場合も不

利益にならないようにする。 

Ｃ. 研究結果 

 愛媛県内の在宅介護職の看護師 2名に令

和 6年 1月 22日に当院の HIV 患者の実地

研修（外来、病棟）と講義・討議を 1回実

施した（3回計画したが新型コロナウイル

ス蔓延の影響にて 1回のみ実施）（図 1）。 

 愛媛県では、32名のみ研修を行った

が、アンケートを行ったところ研修の全体

的には満足度は高かった。 

また、愛媛県では研修前は受け入れに不

安であったが、研修後は 2人とも受け入れ

可能とのアンケート結果であった。 

さらに「他の患者と変わらない状態である

ことが認識でき、さらにどのように HIV
感染患者とかかわっているのかが判ってよ

かった。具体的な薬や検査について理解で

きた。」などの意見があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 在宅介護研修スケジュール 

  

 さらに講義、カンファレンスも含め全体

的な意見として、「多職種の意見も含めて

全体像が見られた。各職種が意見を持ちあ

い、方向づける関係が素晴らしいと思っ

た。チームの関係性が良く話し合いやすい

雰囲気であった。今後の介護の役に立つこ

とを強く感じた。」という前向きな意見が

得られ HIV の介護・在宅医療の充実がさ

らに図れた。 

 これからも実践的な研修を継続すること

は、大変意義深いと考えられた。 
 また、高知県では今年度も訪問看護師 2

施設 5名の実施研修を行った（その後 1施
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設で HIV 患者を実際に受け入れ得た）。 

Ｄ．考察 

 HIV 患者の介護に直接当たってもらうこ

とが差し迫った事情であることを踏まえ、

在宅介護職の看護師に愛媛県も高知県も

各々1日間は研修会として、中核拠点病院

の HIV 患者の実地研修（外来、病棟）と

講義・討議を行うことができた。具体的な

研修により、HIV 感染症に関する啓蒙とと

もに HIV 患者の在宅医療への推進にも繋

がり、極めて意義深い研究活動と考えてい

る。アンケートの結果、かなり前向きで好

意的な意見も多く見受けられ、HIV 感染症

に対する偏見や誤解が解け、さらに最新の

知識が得られる良い機会と考えられた。さ

らに近々具体的な患者の在宅医療への受け

入れが円滑に進むことを期待している。 

Ｅ．結論 

 在宅介護職の看護師に対し、実地研修を

実施した。HIV 患者の介護に直接当たって

もらうことが差し迫った事情であることを

踏まえ、愛媛県および高知県内の在宅介護

職の看護師に各々HIV 患者の実地研修（外

来、病棟）と講義・討議を行った。具体的

な研修により、HIV 感染症に関する啓蒙と

ともに HIV 患者の在宅医療への推進にも

繋がり、極めて意義深い研究活動と考えて

いる。 
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